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武 本雅嗣

1. はじめに

フランス語の前置詞 enが二次叙述の構成要素になっているとみなされる事例に

ついては、 Fuchs(1999）や Vigier(2008）などの先行研究がある。

(1) Jean travaille en mac;on. (Fuchs 1999) 

ジャンはレンガ職人のように働いている／ジャンはレンガ職人らしく働いている

(2) En 1991, lors de cette delicate affaire, Mitterrand a agi en pr白ident.

1991年、その難しい問題の際、ミッテランは大統領然として行動した（Vi♂er2008) 

武本（2016）では、この種の enN が「変化の結果Jを表すのは enの「到着先Jと

「範囲Jを表示する基本的な機能に起因していること、そして、下の（3）のような明

確に変化を表す動詞で構成される結果構文の enN とは異なり、（4）のような描写的

(depictive）な二次叙述の enN の N は、たとえ形容詞が付加されても冠詞は伴わ

ないことから、決して個体を指さず、その指示性は常に低いままであることを指摘し

fこ。

(3) La grenouille se transforma { en beau prin田／en un beau prin田｝．

カエルは美しい王子に変身した

(4) II s’efforce d’agir {en回l白tvaillant / * en 四回l血tvaillant}. 

彼は勇敢な兵士らしく行動しようと努めている （以上武本2016)

前置調印を介する二次叙述の変化の含意については Vigier(2008）も言及してお

り、確かに上の例文（1)(2) (4）に関しては、主語の指示対象の実際の変化を表してい

ると言えよう。しかしながら、次のように、その対象自体が変化しているとはみなさ

会本稿は、 2017年4月 15日に関西フランス語研究会において行った口頭発表に基づいて

執筆したもので、ある。その研究会では多くの方々から様々な貴重なご指摘・ご教示をい

ただいた。ここに感謝の意を表したい。
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れない事例がある 00

(5) Manet a peint Victorine en chante田 e.

マネはウーィクトリーヌを歌手として描いた

cf. Jean a peint les murs en blanc. 

ジャンは壁を白く塗った

(6) L'orange se consomme en企凶tmais peut aussi sen尽ra la preparation de 

jus, de confitures, de bonbons, de gateaux... (web) 

オレンジはフルーツと して食べられているが、ジュースやジャムやキャンディーや

ケーキの加工にも使われている

cf. L'orange sanguine se consomme surtout en j凶．

ブラッドオレンジはと くにジュースと して消費されている

(7) Le lynx, C’est un chat en plus gros. 

リンクスは大型の猫である

cf. Le muscle a besoin de repos pour se reconstruire en pl田宮田. (web) 

筋肉はより大きく再生するために休息を必要とする

あまり取り上げられていないが、このような事例の enはウεアージョン（version）を

示していると考えられる。

本稿では、以上のような二次叙述をなす enNおよび enAdj.の様々な事例を観察

し、それらが含意する変化性について考察を行う。そしてと くに、ウ、アージョンを示

す enAdj.について認知意味論的観点から分析し、それが参照点構造に基づいた主観

的な変化の認識を反映する形式であることを示す。

2. 二次叙述の enNの変化性

先行研究において二次叙述的用法として取り上げられているのは、主語の指示対象

が人間の場合がほとんどであるが、用例としては人間以外の場合ももちろんある た

だ、人間と物では変化性に関して違いがあるので、分けて考察することにするc

2.1 [+human]の場合

二次叙述的用法の enN は Nが人間名詞である場合が多い。それは、無生物とは

遣い、人聞が自律的に様々に変化しうる存在だからである。まず、変化が明白な例を

挙げよう。

II 以下の例文のうち、インターネットからの採取例については（web）と記した。それらが

フランス語として適切な文であることはインフォーマントに百鼠恋してあるυ
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(8) Ace moment-la, cet enfant s'est comporte en ad叫te.

その時この子は大人らしく振舞った

(9) Il se sent femme et vit en femme. 

彼は自分を女性と感じ、女性として暮らしている

人聞は容姿や振る舞いや生き方を変えられるし、性別さえ変更できる。二次叙述的用

法の enN について意味論的に興味深いのは、 N が人間名詞の場合の多義性である。

(9）の場合、 enfemmeは女性ないし女性らしい人または女性の装いへの変化の意味

を含んで、いるc 主述関係は、コピュラ文では繋合動詞を介して表されるのに対して、

二次叙述の場合は繋合動詞なしで表されるわけであるが、コヒ。ュラ文の enN と二次

叙述文の enN では制約に違いがある。

(10) a. Il est { en roi I *en ami }. (etreが存在の意味で如、場合引）

彼は｛干今様の服装をして（王様の象徴的な格好をして） 円友人の服装をして（友

人の象徴的な格好をして）｝しも

b. Il est arrive { en roi I en創出｝．

彼は｛王様に扮して・王様らしく・王様として／友人をよそおって（友人になり

すましてい友人として｝やって来たc

en Nの裸名詞 Nは非指示的であるが、コピュラ文の enN は主語の人聞が非指示

的な N の装いを纏っていることを表す。不特定・非個別的な王様の象徴的な格好は

確立しており、容易に想定されるので問題ないが、不特定・非個別的な友人の服装は

イメージできないため意味をなさない。それに対して二次叙述の enN は非指示的

な Nへの変化の結果を示すため、物理的な装いだけでなく抽象的なよそおいまで表

しうるG 二次叙述の enNは、外面的な変装・仮装だけでなく内面的な変容・変質ま

で表しうるので、コピュラ文の enN にあるような制約はないのであるυ その多義性

は、 enの変化の結果を示寸機能と Nの非指示性に帰することができる 3)0

ただ、様々な実例を観察すると、二次叙述的用法の enN は、主語の指示対象の属

性や役割の変化を表しているというよりも、内在するあるいは潜在的に持っている N

の属性や儲1）の顕在化を表していると考えられる事例も多いc 実際、この構文の主語

の人間は、 N の職に就いていない場合だけでなく（2）のように就いている場合もあ

る。そもそも人間には各々複数の属性があるし、誰しもいろいろな顔を持っており、

時と場合に応じて様々な役割を務めて行動するものである。

目 Ilest ici en ru:泊． （彼は友人をよそおって・友人としてここに来ている）は可能である】

ll (3）の結果構文で形容詞が付いているにもかかわらず無冠詞の enbeau princeが可能

なのも、童話における「美しい王子」の総称伯なイメージが確立しているからだと考え
られる。
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(11) Je vais te parler en m剖ecin,pas en ami. 

私はこれから君に友人としてではなく医者として話をする

そして、次のように、とくに八面六管の活躍をするような人については、その多才ぶ

りが複数の enNによって表されることがよくある。

(12) Le Vinci regarde en町出tele monde qu'il analyse en組 V姐 tL..] 11 observe 
en peintre la terre dans sa parure d'arbres, de verdure et de fleurs [...] 

<Leonard de民nci'}'artiste et le savant, 269・270)

ダ・ウ．インチは学者として分析する世界を芸術家として見る（…）彼は木や府や花

で彩られた大地を画家として観察する

(13) Zinedine Zidane a gagne la Ligue des Champions en joueur, en adjoint et 

desormais en en仕aineur.

ジネデ．イヌ・ジダンは選手として、話iJ監腎として、そしてそのあと監督としてチャ

ンピオンス、リーグを制覇した

(14) Karim Benzema a montre qu’il etait aussi bon en p佃 seurqu’enbuteur.

カリム・ベンゼ、マはゴーノレゲッターとしてだけでなくパサーとしても優れているこ

とを示した

もっとも、一人で何役もこなすということは変化しているということであり、このよ

うな複数の enNの使用の場合も変化性の関与は明らかである。

2.2 トhum田dの場合

前節では主語の指示対象が人間の事例を取り上げたが、物質も自然現象によって他

の物質に転化することがあるので、主語および enN の N に無生物名詞が現れるこ

ともある。

(15) Selon la temperature, les gouttelettes da田 lesnuages tombent en pl凶e,en

neige, en grele. (web) 

気温によって、 雲の中の水滴は雨や雪や震となって降る

ところが、物理的な変化がないにもかかわらず enNが用いられている事例もみられ

る。それは、複数の属性を持ち合わせているため、見方によってどちらのカテコリー

にも入りうる物の場合である。例として、一般に野菜として食べられているものの、

植物学的には葉や茎や綴ではなく実に分類されるトマト・アボカド・茄子・胡瓜など

を挙げることができる。 このような元々甘味の少ない野菜的な果実は legume企uit
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(Fruit, au sens botanique, issu d’une plante potagere et consomme comme 

legume）と呼ばれており（英語では金山tvegetable）、それらが「野菜としてJ食べ

られていることを表す場合、“consommercomme legume / comme un legume”のほ

か“consommeren le思une”のコロケーションも散見される。

(16) a. La tomate est m 仕uitconsomme comme legume. (web) 

トマトは野菜と して食されている果実である

b. La tomate est botaniquement un金山tque l’on consomme en legume. 

トマトは植物学的には果実だが我々は野菜として食している (web) 

(17) a. L'’avocat, m勾oritairementconsomme comme l句umeest en realite un仕山t

issu de l’avocatier. (web) 

アボカ ドは、たいてい野菜として食べられているが、じつはアボカドの木になる果

実である。

b. L’avocat est en fait un企凶tmぬsil est d’usage ・ probablement parce qu’il 
n’est pas du tout sucre ・ de le consommer en legume. (web) 

アボカ ドは実際は果実だが、おそらくまったく甘くないため、 野菜として食べる

のが慣習になっている

comme N と enN の異なる形式は、 変換可能な場合も多いが、やはり異なる意味を

表している。commelegumeのほうは単に野菜と同定していることを表しているのに

対して、 enlegumeのほうは単なる同定ではなく果実から野菜へとしづ変化の意味を

含んでいる。つまり、 enが用いられた場合には、カテゴリー聞の移行が読み込まれ

ているわけである。このような主観的な変化の認識に着目すれば、野菜的果実につい

て enlegumeだけでなくen企uitが用いられることがあることも説明できる。アボ

カドに関する次の記述は（17b）と対照的である。

(18) Lavocat，金山tOU le♂1me, tout depend du pays OU on le deguste. L..l Les 

Creoles le mangent en企凶tavec du rhum, du citron ［…］ (web) 

アボカ ドは、それが果実か野菜かは食べる国による （…） クレオールの人たちは

それをラム酒やレモンをかけてフノレーツとして食べている（．．）

アボカドはヨーロッパの社会通念で、は野菜で、あるが、同じ食材でもところ変われば食

べ方も変わる。（18）でそれが原産地ではフルーツとしても食べられていることを表す

ために enfruitが用いられているのは、ヨーロッパ人の視点、から見て、野菜から果実

に変わっていると捉えられているからである。

このように、抽象的であっても変化が認識されれば enが用いられるわけであるが、

戸
川
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逆に、変化が認められなければ enは用いられない。

(19) a. Ces feuilles sont consommees { com.me legume/ en le思nne}. 

これらの葉っぱは野菜として食されている

b. L'epinard est consomme { comme l品gume／つenle♂皿e}.

ほうれん草は野菜として食されている

(19a）の enle尽1meは、葉っぱが野菜になっているとしづ認識を反映したものであ

る。一方、（19b）で enle伊 meの使用が不自然なのは、ほうれん草が野菜に変化して

いるという捉え方はなされにくし、からである。結局、 enとcommeのどちらが選択

されるかは変化性の有無による。 commeが用いられた場合とは異なり、 enが用いら

れた場合は、抽象的であれ何らかの変化の合意があるのである。変化の認識が移動の

認識に基づいていることは言語表現に普遍的にみられるとしづ指摘はとくにメタフア

ー研究においてなされてきたが却、フランス語で物理的な移動と抽象的な変化がとも

に同じ前置詞 enによって表されるのも、やはり概念レウ、エルで共通性があるからで、

ある 5）。そして、 enのその機能が二次叙述的用法でも保持されているのであるつ

3. ヴ、アージョンを示す場合の変化性

二次叙述の enN には、Nがヴァージョン（〔原型・原物に対する〕呉型、具形、

異版、改作、翻案、翻訳や〔個人的なまたは特殊な立場からの〕解釈、見解、異説な

ど）を示しているとみなされる事例がある。本章では、 enNと enAdj.がヴァージ

ョンを示す事例について考察する。以下、enN と enAdj.に分けて分析してし、く。

3.1 en Nの事例

人間のように自ら変化しない物でも、手が加えられると様々に変化する。たとえば、

物言吾や小説は外国語に翻訳されることもあれば、映画や演劇lやオペラやミュージ、カル

に翻案されることもある合次のように、書籍版と映画版や CD版などを表すために en

が用いられることも多い。このような enNは別ヴ、アージョンを示している。

(20) Je le recommande en li円 eplutot qu’en film. 
私はそれは映画よりも本のほうを薦める

(21) Je l'a achete { en livre / en CD/ en DVD}. 

初、はその（書籍版 ！CD版 /DVD版）を買った

11 cf. Lakoff & Johnson(l980）なと包
刻現代フランス語では、 enは限定詞とりわけ定冠詞（なかで・も男性単数形と複数形）と結

びつかなくなっており、慣用的用法を除いて、基本的に抽象的または比喰的な範囲や到
着先を示すようになっ てし、る】
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また、食材は、調理されていろいろな食べ物や飲み物になったり、前菜や主菜やデザ

ートになったりする。その飲食や利用の様々なかたちを表わすために複数の enNが

用いられている例がよくみられる。

(22) Le cassis se consomme en回，rbet,en confiture, en ge1白，engateaux, etc. 

カシスはシャーベット、ジャム、ゼリー、ケーキなどで食べられている (web) 

(23) Le riz peut egalement se pr句町eren salade, voire en desse此．

米はまたサラダやさらにはデザートとしても調理できる

(24) Les eaux de Vichy sont ut出品目enboisson ou en soins e対emes. (web) 

ヴ、イシーの水は飲み物としてまたは外用療法として利用されている

このような enに続く複数の名詞は範列をなしているのである。

ここで、冒頭で示した、典型的なフルーツについて enfruitが単独で用いられてい

る例をみてみよう。

(25) L’orange se consomme en企凶tmais peut aussi servir a la preparation de 

jus, de confitures, de bonbons, de O岡山 … （web)(=(6)) 

オレンジはフルーツとして食べられているが、ジュースやジャムやキャンディーや

ケーキの加工にも使われている

先ほど、（18）で野菜的果実であるアボカドが「フルーツとして」食べられていること

を表すために en仕切tが用いられているのは、野菜からフルーツに変化していると捉

えられているからだとしたが、（25）のオレンジは野菜的果実ではないのでこの en

fruitの使用の理由を同じように説明することはできない。典型的なフルーツで、ある

オレンジについて en仕切tが用いられているのは、消費のありうるかたちの一つを示

すためだと考えられる。なぜなら、この文は次のようにパラフレイズできるからである。

(26) L'orange se consomme en仕凶tmais aussi se prepare en jus, en confi加res,

en bonbons, en gateaux ... 

オレンジはフルーツとして食べられているが、またジュースやジャムやキャンデ、イ

ーやケーキに加工されてもいる

つまり、（25）では、明示されてはいないものの、続く表現によって、範列をなす消費

の他のかたちが暗示されているわけである。したがって、その en企凶tは、意味的に

ヴァージョンを示しているとみなされる。同様の例を挙げる。
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(27) La peche se consomme en仕凶t企泊smais on en trouve egalement 

conservees en boite dans un sirop. (web) 

梨は生のフルーツとして食べられているが、缶詰のシロッフ。漬けのものもみられる

(27）の en金山tfraおも、梨のシロップ漬けヴァージョンに対する生フルーツヴァー

ジョンでの食べ方を表しているのである。

対象自体は変化しない事例はほかにもある。

(28) Elle m'a offert田 tteech的 e{en伺 d朗 u/en田uvenirI en recompense / en 

remerciement } . 

彼女は｛プレゼントとして／お土産として／褒美として／お礼として｝このスカ

ーフをくれた

贈り物は、何らかのプレゼントや土産や褒美など様々なかたちで渡される。その際、

対象は物理的には変化していないが、心的には抽象的なかたちとなり、包摂的に捉え

られているのである。また、次の人聞の事例でも、当人自身は物理的に変化していな

い。巴nで表示されているのは、ありうる姿や解釈のひとつである。

(29) Manet a peint Victorine en chanteu田 . (=(5)) 

マネはヴ‘ィクトリーヌを歌手として描いた

cf. Jean a peint les murs en blanc. 

ジャンは壁を白く塗った

(30) Elle me traite enco四 enenfant! 

彼女はし、まだに私を子ども扱し、する

(29）の場合、比較のために挙げた派生的な結果構文のほうは壁自体が物理的に白色に

変化していることを表しているが、問題の文は、グィクトリーヌ自身が物理的に変化

していることを表しているわけではない。彼女はいわば歌手ヴァージョンで描かれた

わけで、絵画の中で歌手に姿を変えただけである。それでも、結果構文とは変化の質

が違うものの、 ヴ‘ァージョ ンを示す場合も変化性は関与的である。また、次の（31）は

フィデル・カストロの死去を伝える記事のタイトルであるが、この場合は主語の人聞

が複数に変化していることを表しているのではなく、カストロの死に様の複数の解釈

を表していると考えられる。

(31) Il meurt en heros et en tyran (web) 

彼は英雄としてそして独裁者として死去した
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実際、この文は次のようにパラフレイズできる。

(32) 11 meurt comme un heros par ce此ainset comme un tyran p町 d'autres

彼はある人たちからみると英雄、男ljの人たちからみると独裁者として死去した

しかしながら、ここでもやはり意味的差異がある。（32）は人によって同定が異なって

いることを表しているのに対して、（31）は異なる解釈があることを表している。その

en Nは主語の人間の自律的変化ではなく、視点によって違ってくる複数の解釈を表

しているのである。

ヴァージョンを示す enNの用法についてはあまり取り上げられてこなかったが、

次節で考察する enAdj.も含め、二次叙述構造をなす場合はやはり何らかの変化性が

関与しているのである。

3.2 enAdj.の事例

enに続く名詞が具体的・個別的な存在を指さず、それが非指示的であることは先

ほども述べたが、 enに続くのが実体を指示しない形容調のみの事例もある。前置詞

enと形容詞ないしその名詞化したものの結合には、 envain 「無駄に」、 enclair 「は

っきりと、普通文で」、 enparticulier「とくにJ、engeneral「一般に」、 enbref「手

短にJなどの慣用句のように副詞的に働くものもあるが、次のように二次叙述の構成

要素になっていると解することができるものもある 6）。

(33) Le copiste a peint "I.J’Origine du Mantle" de Gustave Courbet en plus grand 

que l’original. 
その模倣画家はギュスターヴ・クールベの『世界の起源』を原画よりも大きく描い

た

(34) J'ai essaye aussi la rhubarbe en version salee mais je la prefere en sucre 

finalement. (web) 

題味ヴ、ァージョンのリュパーブ、も試したが、結局私はリュパーブは甘いのが好きだ

6）英語にも同様に mが用いられる副詞的慣用句があるが、そのほとんどはフランス語か

らの借用に基づいたもので、あろう3

(i) a. Elle a tentるenvain d’ouvrir la po此e.
b. She tried in vain to open the door. 

(ii) a. Le mot de passe est巴nvoyeencl♂r.
b. 切1epassword is sent in clear (text). 
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このような enAdj.は意味的には制限的にヴ、アージョンを示しており、ある程度生

産的である。二次叙述の構造とヴァージョンの意味は次のような事例にも見て取れる。

(35) Vous avez cette chemise { en blanc/ en plus petit} ? 

このシャツの ｛白いの／もっと小さいの ｝はありますか

(36) Le lynx, C’est un chat en plus gros. (= (7)) 

リンクスは大型の猫である

(37) Voici la meme en mains hon. 

ここに同じものでそれほどよくないのがあります

(38) Cetぬpieceressemble a sa chambre en pl田 luxieux.

この部屋は彼の部屋を賛沢にしたような造りだ

これらの mAdj・は、（35)(36）では色違い・サイズ違い、（37)(38）ではそれぞれ劣

化版と豪華版を表しており、対象自体を形容しているのではない（cf.Cette piece 

ressemble a sa chambre luxieuse.この部屋は彼の豪華な部屋と似ている）7）。また、 次

の （39）は英語と enAdj・が用いられたそのフランス語訳であるが、 元の英語には

“version”が明示されている。

(39) a. Harry had always imagined B温 tobe an older version of Percy: [.. .l. 
(HanアPotterandめeGoblet of Fire, 52) 

ハリーはビルのことをパーシーが歳をとった感じなのだろう とずっと思っていた

b. Aussi se l’etait-il toujours imagine comme Percy en plus age : [. . .l. 
(HanァPotteret la Coupe de Feu, 51) 

この種の enAdj.で上ヒ執級が用いられることが多いのは、グァージョンのアッフcク守レ

ードまたはダウングレードを示すことが多いからである。このようなウ、ァージョンを

示す enAdj・を使用する際、発話者（認知主体）は、心的に本人・原物・原型を経由

して別ヴ、ァージョンにアクセスしている。この認知プロセスをわかりやすく説明する

ために Langacker(l999）の参照点構造の考え方を援用すると、次のような構図を提

示することができる。

7) (35）に関しては、英語でも mが用いられる

(i) Do you have this shirt { in white / in a smaller size｝ワ
ただ、英語では、フランス語と同じようにmに比較級の形容調だけが続く ことはない3

(ii) L戸1Xis a cat { *in larger/, only larger}. 
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cb 
図1 ヴァージョンの集合をドメインとする参照点構造

R : referrence point 

T: target 

D:domain 

dashed位 'l'OW: mental path 

様々なヴ、アージョンの集合であるドメイン内には、サイズや色の違うものや優劣の差

があるものなどの部分集合がある。認知主体のメンタルコンタクト（心的接触）は、

本人や原物や原型を参照点として、部分集合内の、形容詞によって制限された別ウ守ア

ージョンに至る。 enAdj.で構成されたて次叙述は、このような参照点構造の認知プ

ロセスを反映する形式である。そして、この種の enAdj.にもまた変化の認識が関与

している。ただしそれは、抽象的な主観的変化である。わかりやすい例を挙げよう。

(40) Lise ressemble a Rose en plus blond(e). (Melis 2007) 

リーズはローズをブロンドにした感じだ

この文の enplus blond(e）は、我々にローズを金髪（金髪女性）に変えさせる。ロー

ズ自身は現実には変わらないが、我々の頭の中では変身しているのである。
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4. まとめ

本稿では、二次叙述的用法とされる変化の含意の明白な enNおよびウーァージョン

を示す enNと enAdj.の関連性について、変化性に着目して考察を行った。様々な

事例における認知主体の捉え方について検証し、結局、これらが二次叙述をなす場合、

物理的・客観的であれ抽象的・主観的であれ、何らかの変化性が関与していることを

明らかにした。とくに、これまで本格的に分析されていなかったヴァージョンを示す

en Adj.については、本人や原物そのものを形容するのではなく、参照、点構造でその

別ウゃアージョンを指定するということを示し、本人・原物からの主観的変化が関与し

ていることを指摘した。enAdj.で構成される二次叙述は、主観的変化に基づく心的

処理を反映する形式であり、日本語の‘形容詞＋ノ’との対照研究も可能であろう。

本論考ではフランス語に限って考察したが、他のロマンス語の同根の前置詞にも同

じような用法があるのかどうかは今後調査することにするc また、そのほかにもまだ

解明すべき問題がある。それは、 enが用いられる次のような結果構文についてであ

る。

(41) J’泊peintlapo此een bleu. 

私は門を青く塗った

cf. Comment peindre la po此ede ce dessin? Je la peindrais bleue. 

このデ、ッサンの門をどのように塗るべきか 私ならそれを青く塗る

(Davau 1950の改変）

(42) a. Mary hammerd the metal flat. 

b. Marie a martele le metal いplat/*en plat}. 

(43) Dans un bol, battre les blancs d加 ufsen neige avec le sucre. (web) 

ボウルの中で卵白を砂糖と共に泡立てること

(44) Jean decore sa chambre en加udoirLouis XV. <Leeman 1998) 

ジャンは自分の部屋をルイ 15世風サロンに装飾する

ゲ‘ルマン語と比べるとロマンス語の結果構文はかなり制約が5齢、ことはよく知られて

いる。しかしながら、例外的ではあるが、形容詞が用いられることもあるし、 enN に

しても何を基準にどの程度まで可能なのかは不明である。このことについては、今後

ロマンス諸語を対象としてデータ分析を行い、別稿で論じることにする。
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